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石原産業株式会社　
社長　田村　藤夫様
                                 　　 放射能のゴミはいらない！市民ネット・岐阜

代表　兼松秀代

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くらし・しぜん・いのち　岐阜県民ネットワーク

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表　寺町　知正

土岐市鶴里町のフェロシルト搬入現場での説明会開催の申し入れ

　私たちは岐阜県内のフェロシルト撤去を目指す市民団体です。

　2005年10月31日、讀賣新聞は愛知県内のフェロシルト取扱業者が実施した検査で、岐阜県土岐市鶴里町のフェロシルトから土壌環境基準の64倍の六価クロムが検出されたと報道しました。【別添参照】
　64倍とは特別管理産業廃棄物として扱わなければならない基準（30倍）をはるか超えています。

　ところが現場のフェロシルトは野積みです。風で飛散し、雨が降れば河川に流れ込み、地域の人々は六価クロムや他の産廃混入の影響におびえながら暮らしています。

　現地は別荘地として多数の人に販売され、地権者のうち残り１名が判明しないと調査ができないとの理由で、フェロシルトの量や範囲を特定するためのボーリングすら実施されていません。

　　しかし新たな検査結果が判明した以上、製造元である石原産業は緊急な対策を取る責任があります。　

　現場での市民団体や住民らとの話し合いを11月10日（木）までに開催されますよう申し入れます。

  勝手ながら、開催の日時、可否等、11月2日（水）までに、文書にて回答くださるようお願いいたします。

                                                                     以上

                                   連絡先および回答先
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